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一
　

前
号
（
３
５

｜

１
号
）
に
続
き
、
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
二
巻
の
奈
良
絵
本
絵
巻
の
紹
介
を
行
う
。

　

絵
巻
を
収
め
る
塗
箱
（
三
七
・
四
×
一
六
・
八
糎
）
に
は
、
銀
色
の
筆

で
、
上
部
に
「
靏
か
め
／
松
た
け
」、
下
部
に
「
二
巻
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、「
靏
か
め
」
と
あ
る
方
は
、『
鶴
亀
物
語
』
と
同
類
の
御
伽
草

子
の
『
さ
ざ
れ
石
』
で
あ
る
。
現
在
は
『
鶴
亀
物
語
』
と
『
さ
ざ
れ

石
』
を
別
作
品
と
し
て
扱
う
が
、
他
に
国
立
国
会
図
書
館
に
も
近
大
本

と
同
じ
組
み
合
わ
せ
の
「
鶴
亀
松
竹
物
語
」
と
題
す
る
二
巻
の
絵
巻

（
請
求
記
号
、
ん

｜

一
七
四
）
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
製
作

当
初
は
、『
鶴
亀
物
語
』
と
『
さ
ざ
れ
石
』
に
明
確
な
区
分
は
な
く
、

「
鶴
亀
物
語
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
近
畿
大
学
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
画

像
に
た
ど
り
つ
く
の
が
少
々
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
画
像
を
見
る
場

合
は
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
「
貴
重
書
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
バ
ナ
ー
を
ま
ず
は
ク
リ
ッ
ク
し
て
、「
近
畿
大
学
貴
重
資
料
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」、「
＃
カ
テ
ゴ
リ
／
貴
重
資
料
」、「
▼
和
書
」
と

い
う
具
合
に
進
む
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
部
の
「
貴
重
書
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」、「
近
畿
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
ク
リ
ッ
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ク
し
て
、
検
索
項
目
に
「
さ
ざ
れ
石
」
も
し
く
は
「
松
竹
物
語
」
と
入

力
す
れ
ば
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
、
私
（
高
木
浩
明
）
が
担
当
す
る
「
書
誌
学
２
」
の

授
業
に
お
い
て
、
こ
の
絵
巻
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
た
後
に
、
原
本

を
閲
覧
す
る
と
い
う
体
験
授
業
を
行
っ
た
が
、
授
業
で
学
部
生
と
と
も

に
本
絵
巻
を
読
み
始
め
た
早
々
、
絵
巻
の
詞
書
（
本
文
）
と
絵
に
錯
簡

（
前
後
が
入
れ
違
っ
て
乱
れ
て
い
る
）
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

授
業
内
容
は
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
変
更
し
、
学
生
と
共
に
、
こ
の

絵
巻
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
の
復
元
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
学
生
ら
と
関
連
す
る
資
料
の
収
集
を
し
、
さ
ら
に
同
様
の
絵
巻
を

所
蔵
す
る
機
関
や
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画

像
を
参
考
に
、
復
元
を
試
み
た
。

　

錯
簡
が
生
じ
る
原
因
は
様
々
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
複
数
の
料
紙

が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
作
成
さ
れ
る
絵
巻
の
場
合
に
は
、
あ
る
時
期
に
行

わ
れ
た
修
理
の
際
に
、
誤
っ
て
順
番
が
前
後
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

修
理
の
際
、
一
枚
ご
と
に
剥
が
し
た
料
紙
に
は
、
修
理
後
に
再
度
貼

り
合
わ
せ
る
際
に
順
番
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
、
番
号
か
符
丁
か
を
付
け

て
お
く
も
の
だ
と
思
う
が
、
現
状
で
は
本
絵
巻
に
そ
の
痕
跡
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
錯
簡
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
と
も
言
え

る
が
、
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
絵
巻
の
錯
簡
は
、
同

じ
絵
巻
の
中
だ
け
で
起
こ
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
絵
に
つ
い
て
は

二
巻
の
絵
巻
間
で
相
互
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

れ
で
は
、
絵
巻
を
広
げ
て
順
番
に
物
語
を
読
む
事
は
で
き
な
い
。

　

以
下
は
、「
書
誌
学
２
」
の
受
講
生
と
共
に
行
っ
た
絵
巻
の
復
元
を
、

試
案
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
の
絵
に
つ
い
て
は
判
断
を
保

留
し
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
適
当
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
識
者
の
ご
教
示
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
前
号
（
35

｜

１
号
）
で
考
察
を
行
っ
た
『
さ
ざ
れ
石
』
に

続
き
、
も
う
一
つ
の
奈
良
絵
本
絵
巻
『
松
竹
物
語
』
つ
い
て
の
復
元
案

と
本
文
の
翻
刻
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

二
　
『
松
竹
物
語
』
は
、『
さ
ざ
れ
石
』（『
鶴
亀
物
語
』）
同
様
、
不
老
長

寿
を
祝
う
祝
儀
物
の
一
種
で
、
養
老
の
滝
伝
説
や
、
松
竹
の
伝
説
の
要

素
を
含
ん
で
い
る
。
諸
本
に
よ
っ
て
細
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
二
つ
を
合
わ
せ
て
「
鶴
亀
松
竹
物
語
」
と
呼
称
し
、
伝
来
し
て
い

る
。
話
の
大
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

懿い

徳と
く

天
皇
の
御
代
、
日
向
国
岩
根
山
の
麓
に
、
粗
末
な
庵
を
結
ん
で

暮
ら
す
夫
婦
が
い
た
。
山
に
入
っ
て
木
の
実
を
拾
っ
た
り
、
谷
か
ら
流
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れ
出
る
水
を
飲
ん
で
暮
ら
し
て
い
た
。
人
里
に
も
近
か
っ
た
せ
い
か
、

山
に
薪
を
取
り
に
入
る
者
や
、
木
の
実
を
拾
う
女
、
蕨
を
取
る
翁
、
草

を
刈
る
者
な
ど
が
い
た
が
、
夫
婦
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
者
は
誰
も
い

な
か
っ
た
。

　

あ
る
時
、
山
に
薪
を
取
る
た
め
に
入
っ
て
い
た
三
人
の
翁
が
、
里
に

帰
ろ
う
と
山
を
下
っ
て
い
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
た
の
で
、
夫
婦
が
暮
ら

す
庵
の
傍
ら
に
、
薪
を
下
ろ
し
て
休
ん
で
い
た
。
夫
婦
と
三
人
の
翁

は
、
互
い
に
顔
を
よ
く
知
る
仲
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も

な
く
話
を
し
た
。

　

一
人
の
翁
が
言
う
こ
と
に
は
、「
私
は
幼
い
頃
、
祖
父
と
共
に
こ
の

山
に
入
り
、
こ
の
庵
に
住
む
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
祖
父
も
親
も
百
歳
ほ
ど
で
亡
く
な
り
、
私
も
御
覧
の
通
り
の
白

髪
の
翁
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
な
た
方
は
そ
の
頃
と
変
わ
ら
ず

若
い
お
姿
の
ま
ま
で
す
。
い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
。
あ
な

た
方
は
い
っ
た
い
お
幾
つ
に
な
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
」。

　

問
わ
れ
た
庵
の
主
人
は
、「
私
た
ち
は
神
代
よ
り
こ
の
場
所
に
住
ん

で
い
ま
す
。
歳
は
千
歳
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
、
葦
原
国
（
日

本
）
の
起
源
や
日
向
国
に
つ
い
て
語
る
と
と
も
に
、「
こ
の
地
の
谷
に

流
れ
る
水
に
は
甘
露
が
流
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
水
を
飲
む
者
は
不
老

不
死
と
な
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
私
た
ち
も
こ
の
よ
う
に
若
い
姿
の
ま

ま
で
い
る
の
だ
。
あ
な
た
方
も
朝
夕
こ
の
谷
の
水
を
飲
め
ば
、
私
た
ち

同
様
、
若
い
姿
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
三
人

の
翁
は
、
谷
へ
と
下
り
て
水
を
飲
ん
だ
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
壮
健
な
若

者
の
姿
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
水
を
飲
ん
だ
祖
父
や
親
、
兄
弟
、
親

類
縁
者
た
ち
に
も
及
ん
だ
。

　

こ
の
水
を
帝
に
も
献
上
し
よ
う
と
上
京
し
た
そ
の
土
地
の
者
か
ら
話

を
聞
い
た
帝
は
、
す
ぐ
に
件
の
場
所
に
行
幸
す
る
意
向
を
示
す
が
、
日

向
国
は
都
か
ら
あ
ま
り
に
も
遠
い
場
所
で
あ
る
。
臣
下
の
意
見
を
聞
い

て
夫
婦
を
都
へ
と
呼
び
寄
せ
、
話
を
聞
い
た
。
帝
は
居
て
も
立
っ
て
も

居
ら
れ
ず
に
、
自
ら
そ
の
場
所
に
行
っ
て
御
覧
に
な
り
た
い
と
、
岩
根

山
の
麓
に
暮
ら
す
夫
婦
の
も
と
へ
と
行
幸
し
、
夫
婦
に
谷
川
へ
と
案
内

さ
せ
、
そ
こ
で
水
を
飲
む
と
、
た
ち
ま
ち
若
い
姿
に
な
っ
た
。
帝
は
夫

婦
に
ほ
う
び
の
「
た
か
ら
物
」
を
与
え
、
一
年
に
一
度
「
か
ん
ろ
（
甘

露
）
の
水
」
を
汲
ん
で
上
京
す
る
よ
う
に
命
じ
、
都
へ
と
帰
っ
て
行
っ

た
が
、
度
々
勅
使
を
日
向
国
へ
と
派
遣
し
、
夫
婦
は
甘
露
の
水
を
献
上

し
た
。
こ
れ
を
飲
ん
だ
帝
は
、
若
返
り
、
長
生
を
保
っ
た
。

　

数
年
後
、
長
生
を
保
っ
た
夫
婦
は
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。
里
人

は
夫
婦
の
行
方
を
捜
し
た
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
夫
婦
が
暮
ら
し

た
庵
の
傍
ら
に
は
、
一
晩
の
内
に
松
と
竹
が
一
本
ず
つ
生
え
た
。
こ
れ

を
見
た
里
人
は
、
夫
婦
が
松
と
竹
に
身
を
変
じ
た
の
だ
と
噂
し
た
。
一

方
、
都
に
い
る
帝
の
夢
に
夫
婦
が
現
れ
、
未
来
永
劫
帝
を
お
守
り
申
し

上
げ
る
と
言
っ
て
、

（        ）3（        ）
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い
は
ね
山
い
は
ね
に
お
ふ
る
松
竹
の
お
ひ
そ
ふ
ま
ゝ
に
す
ゑ
久
し

か
れ

と
い
う
一
首
の
歌
を
詠
ん
で
、
姿
を
消
し
た
。

　

帝
は
、
勅
使
を
日
向
国
岩
根
山
の
麓
へ
と
派
遣
し
、
神
社
を
建
て
、

松
と
竹
に
身
を
変
じ
た
夫
婦
を
岩
根
の
宮
と
し
て
祀
っ
た
。
長
寿
を
願

う
者
は
、
こ
の
神
社
に
参
れ
ば
必
ず
皆
長
生
き
を
し
た
と
い
う
。
今
の

世
に
至
る
ま
で
め
で
た
い
例
と
し
て
松
と
竹
を
祝
う
の
は
、
こ
の
時
に

始
ま
る
。

三【
書
誌
】

松
竹
物
語

﹇
形
態
﹈
絵
巻
、
一
軸
。

﹇
分
類
﹈
御
伽
草
子

﹇
表
紙
﹈
山
吹
色
入
子
菱
文
地
唐
草
散
ら
し
表
紙
。
三
一
・
四
×

二
六
・
五
糎
。
見
返
し
金
箔
。

﹇
外
題
﹈
無
。

﹇
内
題
﹈
無
。

﹇
尾
題
﹈
無
。

﹇
紙
数
﹈
二
四
紙
（
う
ち
、
絵
六
図
）。
第
一
紙
（
詞
１

｜

１
）、

五
一
・
五
糎
、
第
二
紙
（
詞
１

｜

２
）、
二
五
・
二
糎
、
第
三
紙

（
絵
１
）、
九
二
・
三
糎
、
第
四
紙
（
詞
２

｜

１
）、
五
一
・
八

糎
、
第
五
紙
（
詞
２

｜

２
）、
二
五
・
五
糎
、
第
六
紙
（
絵

２
）、
五
二
・
〇
糎
、
第
七
紙
（
詞
３

｜

１
）、
五
〇
・
四
糎
、

第
八
紙
（
詞
３

｜

２
）、
二
五
・
一
糎
、
第
九
紙
（
絵
３
）、

五
二
・
四
糎
、
第
一
〇
紙
（
詞
４

｜

１
）、
五
二
・
〇
糎
、
第

一
一
紙
（
詞
４

｜

２
）、
二
三
・
九
糎
、
第
一
二
紙
（
詞
４

｜

３
）、
五
〇
・
七
糎
、
第
一
三
紙
（
詞
４

｜

４
）、
五
一
・
六
糎
、

第
一
四
紙
（
詞
４

｜

５
）、
五
一
・
六
糎
、
第
一
五
紙
（
絵

４
）、
五
〇
・
六
糎
、
第
一
六
紙
（
詞
５

｜

１
）、
五
〇
・
五
糎
、

第
一
七
紙
（
詞
５

｜

２
）、
五
二
・
二
糎
、
第
一
八
紙
（
詞
５

｜

３
）、
五
二
・
一
糎
、
第
一
九
紙
（
詞
５

｜

４
）、
五
一
・
一

糎
、
第
二
〇
紙
（
絵
５
）、
五
二
・
三
糎
、
第
二
一
紙
（
詞
６

｜

１
）、
五
一
・
〇
糎
、
第
二
二
紙
（
詞
６

｜

２
）、
五
一
・
九

糎
、
第
二
三
紙
（
詞
６

｜

３
）、
二
五
・
三
糎
、
第
二
四
紙

（
絵
６
）、
九
一
・
三
糎
。
合
計
、
一
一
八
四
・
三
糎
。
他
、
後

余
白
九
・
八
糎
。

﹇
字
高
﹈
二
六
・
一
糎
。

﹇
料
紙
﹈
斐
紙
。
本
文
の
料
紙
に
は
、
秋
草
等
の
金
泥
下
絵
あ
り
。

﹇
奥
書
﹈
無
。

﹇
備
考
﹈
錯
簡
の
他
、
本
文
に
一
部
衍
字
や
誤
脱
等
が
あ
る
。

（        ）4（        ）
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【
翻
刻
】

凡
例

一
、
原
本
通
り
に
翻
刻
し
、
改
行
も
原
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
本
文
の

傍
に
は
、
本
絵
巻
の
明
ら
か
な
誤
脱
を
（
）
に
入
れ
て
記
し
た
他
、

多
く
は
学
生
が
本
文
を
読
む
際
の
参
考
と
し
て
、
適
宜
漢
字
を
宛

て
、（
）
内
に
記
す
る
と
と
も
に
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
本
絵
巻
に
は
大
き
な
錯
簡
が
あ
る
が
、
現
状
を
知
る
た
め
、
あ
え

て
現
在
の
順
番
通
り
に
翻
刻
、
そ
の
都
度
、
本
来
の
あ
る
べ
き
位
置

を
記
し
た
。

（
第
一
紙
・
詞
１

｜

１
）

こ
の
秋
つ
し
ま
に
、
み（

帝

）

か
と
、
は
し
ま
ら

せ
給
ひ
て
、
す
て
に
四
代
に
あ
た
ら
せ

給
ふ
を
は
、
い（

懿

徳

天

皇

）

と
く
て
ん
皇
と
そ
申

た
て
ま
つ
る
。
御
い
つ
く
し
み
ふ
か
く
、
た（
民
）み

を
（
な
く
）
あ
は
れ
み
、
御
め
く
み
あ
ま
ね
く
、

世
を
お
さ
め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
、
く（
国
）に

ゆ
た
か
に
、
万（
万
民
）

み
ん
の
う
れ
へ
も
な
く
、

四
方
の
う（
海
）み
、
な（
波
）み
し
つ
か
な
れ
は
、
と
を

き
さ
か
ひ
よ
り
、
御
た（

宝

）

か
ら
物
を
そ
な
へ
、

せ
き
の
戸
さ
し
も
、
す
な
ほ
に
し
て

さ
ゝ
さ
れ
は
、
く
に
〳
〵
よ
り
、
み
つ
き
も

の
を
は
こ
ひ
て
、
き（
君
）み
を
う
や
ま
ひ
、

た
つ
と
み
た
て
ま
つ
る
事
、
ま
こ
と
に

君
臣
と
も
に
お
た
や
か
な
り
し
御
代

な
り
け
り
。
さ
れ
は
、
て（
天
）ん
地
も
か（

感

応

）

ん
お
う
」（
一
紙
）

（
第
二
紙
・
詞
１

｜

２
）

を
な
し
侍
る
ゆ
へ
に
や
、
か（
甘
露
）

ん
ろ
を
く
た

し
て
、
お
ほ
き
み
の
御
よ（

齢

）

は
ひ
を
の
へ
、
く（
薬
）

す
り
の
み（
水
）つ
を
わ
か
し
て
、
人
み（
民
）ん
の
い（
命
）の

ち
を
や
し
な
ひ
つ
ゝ
、
め
て
た
き

　
　
　
　
　
　
　

た
め
し
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り
。」（
二
紙
）

（
第
三
紙
・
絵
１
）

　

こ
こ
に
入
っ
て
い
る
絵
は
、『
さ
ざ
れ
石
』
の
第
三
紙
（
絵
１
）
に

入
る
べ
き
も
の
か
。
本
来
は
、『
さ
ざ
れ
石
』
の
第
一
八
紙
（
絵
５
）

に
入
っ
て
い
る
絵
（
懿
徳
天
皇
の
も
と
に
諸
国
か
ら
続
々
と
献
上
品
が

届
く
場
面
）
が
入
る
の
が
正
し
い
。

（        ）5（        ）
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（
第
四
紙
・
詞
２

｜

１
）

つ（
筑
紫
）

く
し
ひ（
日
向
）

う
か
の
く（
国
）に
、
い
は
ね
山
と
い
ふ
と（
所
）

こ
ろ
に
、
と（
年
）し
久
し
き
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
た
み

あ
り
。
さ（

山

林

）

ん
り
ん
に
あ
や
し
の
い（

庵

）

ほ
り
を
む

す
ひ
、
や（
山
）ま
に
入
て
、
こ（
木
）の
み（
実
）を
ひ
ろ
ひ
、
た（
谷
）に

に
く
た
り
て
、
み（
水
）つ
む
す
ひ
な
と
し
て
、

世
を
わ
た
る
も
の
な
り
け
り
。
さ
す
か
に
人

さ（
里
）と
ち
か
き
あ
た
り
な
れ
は
、
た
き
木
を
こ
る

山
か（
賤
）つ
、
こ（
木
）の
み（
実
）を
ひ
ろ
ふ
し（
賤
）つ
の
め（
女
）、
わ
ら
ひ

を
ほ
る
お（

翁

）

き
な
、
草
か
る
を（

男

）

の
こ
に
い
た
る

ま
て
、
あ（

朝

夕

）

さ
ゆ
ふ
み
な
れ
、
し
た
し
め
り
。
さ
れ

と
も
、
こ
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
は
、
い
つ
の
世
に
む
ま
れ

た
り
と
、
さ
た
か
に
し
れ
る
も
の
な
し
。
又
は
、

い
つ
く
よ
り
こ
ゝ
に
き
た
れ
り
と
も
し
ら
す
。

む
ま
れ
と
こ
ろ
も
な
け
れ
は
、
ま
し
て
お（
親
）や

も
な
し
。
さ
れ
は
、
天
よ
り
や
、
ふ
り
ぬ
ら
ん
、
地

よ
り
や
、
わ
き
ぬ
ら
ん
、
山
神
、
こ（
木
霊
）

た
ま
な
と
の

へ（
変
化
）

ん
け
し
て
け
る
に
や
、
と
こ
ろ
に
す
み
か
よ
ふ

て
み
な
れ
け
る
。
お（

男

）

と
こ
、
女
、
お
ほ
ち
、
お
や
こ
、

ま
こ
、
ひ
ま
こ
、
や
し
は
こ
と
、
し
た
い
〳
〵
に
代

か
は
り
、
と（
年
）し
つ
も
れ
と
も
、
か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
は
い
つ

も
少
年
の
す（

姿

）

か
た
に
し
て
、
う
れ
へ
、
か
な
し
」（
四
紙
）

（
第
五
紙
・
詞
２

｜

２
）

む
け
し
き
も
な
く
、
た
の
し
み
、
よ
ろ
こ
ふ

よ
そ
ほ
ひ
に
て
、
月
日
を
ゝ
く
り
け
り
。
ま

こ
と
に
い
と
あ
や
し
き
事
な
り
け
り
。
あ
る

（
あ衍

字る
）
と
き
、
た
き
木
を
と
れ
る
お（

翁

）

き
な

三
人
、
山
よ
り
さ（
里
）と
に
か
へ
る
と
て
、
日
く
れ

け
れ
は
、
か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
い（

庵

）

ほ
り
の
か
た
は
ら
に
、

た
き
木
を
お
ろ
し
て
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
た
り
。」（
五
紙
）

（
第
六
紙
・
絵
２
）

　

日
向
国
岩
根
山
の
麓
に
、
粗
末
な
庵
を
結
ん
で
暮
ら
す
夫
婦
が
い

た
。
人
里
に
も
近
か
っ
た
せ
い
か
、
山
に
薪
を
取
り
に
入
る
者
や
、
木

の
実
を
拾
う
女
、
蕨
を
取
る
翁
、
草
を
刈
る
者
な
ど
が
い
た
が
、
夫
婦

の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

（
第
七
紙
・
詞
３

｜

１
）

　

以
下
、
錯
簡
あ
り
。
本
来
、
第
六
紙
（
絵
２
）
の
後
に
は
、
現
在
の

第
一
六
・
一
七
・
一
八
・
一
九
・
二
〇
紙
（
絵
３
）
が
入
る
。
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か
の
こ（

崑

崙

山

）

ん
ろ
ん
さ
ん
と
い
ふ
や（
山
）ま
は
、
玉
の

し（

生

）

や
う
す
る
山
な
り
。
そ
の
や（
山
）ま
へ
い
し
、
か

は
ら
を
な
く
れ
は
、
時
の
ま
に
へ（
変
）ん
し
て
、

玉
と
な
れ
る
か
こ
と
く
に
、
こ
の
み（
水
）つ
を

の
め
る
お（

翁

）

き
な
、
し（
白
髪
）

ら
か
、
た
ち
ま
ち
に
へ（
変
）ん

し
て
、
く（

黒

髪

）

ろ
か
み
の
わ（

童

）

ら
は
と
な
る
こ
そ
ふ
（
不
思
議
）

し
き
な
れ
。
さ
れ
は
、
い
は
ね
山
の
ち
か
き

あ
た
り
の
さ（
里
）と
〳
〵
は
、
お（

男

）

と
こ
も
女
も
み
な

ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
つ
事
、
こ
の
水
を
あ（
朝
）さ

ゆ（
夕
）ふ
く
め
る
ゆ
へ
な
る
へ
し
。
つ
ち
も
木
も
、

わ
か
大
君
の
く（
国
）に
な
れ
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
、

き（
君
）み
の
御
た（

宝

）

か
ら
の
み（
水
）つ
な
り
。
し
か
る
を
、
い

や
し
き
た（
民
）み
の
わ
た
く
し
と
し
て
、
も
ち

ゐ
ん
事
、
て（
天
）ん
の
と
か
め
、
お
そ
ろ
し
く
、
す
み

や
か
に
そ（

奏

聞

）

う
も
ん
申
へ
し
と
て
、
そ
の
と（

所

）

こ
ろ

の
お（
大
人
）

と
な
と
も
、
宮
こ
に
の
ほ
り
て
、
こ
の

よ
し
を
か
く
と
申
し
て
、
く（

件

）

た
ん
の
み（
水
）つ
を

君
に
さ
ゝ
け
た
て
ま
つ
る
。
み（

帝

）

か
と
、
き
こ
し

め
し
て
、
ゑ（

叡

感

）

い
か
ん
な
の
め
な
ら
す
、
か
ほ
と
に

め
て
た
き
れ（
霊
地
）

い
ち
を
御
ら
ん
せ
さ
ら
ん
も
、

む
け
に
く
ち
お
し
か
ら
ん
、
い
そ
き
み
ゆ
き
」（
七
紙
）

（
第
八
紙
・
詞
３

｜

２
）

な
る
へ
し
と
の
給
ふ
。
大
臣
た
ち
、
是
は
せ（
宣
旨
）ん

し
に
て
候
へ
と
も
、
天
子
万
せ
う
の
や
ん

こ
と
な
き
御
身
と
し
て
、
た
や
す
く
御
駕

を
め
く
ら
さ
れ
、
万
里
の
は（
波
濤
）

た
う
を
し
の

か
せ
給
は
ん
事
、
い
か
ゝ
候
へ
か
ら
ん
。
只
ち（

勅

使

）

よ
く
し

を
立
て
、
か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
を
め
さ
れ
て
、
み
そ
な
は
し
、

か
の
水
を
は
、
御
心
に
ま
か
せ
て
は
こ
ひ

と
り
き
こ
し
め
さ
る
へ
し
。
さ
あ
ら
は
、
な
と
か

御
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
ち
給
は
さ
ら
ん
や
と
そ
、

そ（
奏
）う
せ
ら
れ
け
る
。」（
八
紙
）

（
第
九
紙
・
絵
４
）

　

こ
の
水
を
帝
に
も
献
上
し
よ
う
と
上
京
し
た
そ
の
土
地
の
者
か
ら
話

を
聞
い
た
帝
は
、
す
ぐ
に
件
の
場
所
に
行
幸
す
る
意
向
を
示
す
が
、
日

向
国
は
都
か
ら
あ
ま
り
に
も
遠
い
場
所
で
あ
る
。
臣
下
の
意
見
を
聞
い

て
夫
婦
を
都
へ
と
呼
び
寄
せ
、
話
を
聞
い
た
。

（
第
一
〇
紙
・
詞
４

｜

１
）

さ
れ
と
も
み（

帝

）

か
と
は
、
か
の
く（
国
）に
は
も
と
よ
り
、

人
わ（
皇
）う
の
む
ま
れ
給
ふ
く（
国
）に
な
れ
は
、

（        ）7（        ）
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神
代
の
そ
の
か
み
も
ゆ
か
し
く
お
ほ
し

め
さ
れ
け
れ
は
、
み
つ
か
ら
か
し
こ
に
み
ゆ
き

ま
し
〳
〵
て
、
ゑ（

叡

覧

）

い
ら
ん
あ
り
た
く
お
ほ
し

め
せ
は
、
か
た
し
け
な
く
も
、
み（

帝

）

か
と
は
る
〳
〵

と
御
下
幸
ま
し
〳
〵
け
り
。
す
な
は
ち
、

つ（
筑
紫
）

く
し
ひ（
日
向
）

う
か
の
く（
国
）に
、
い
は
ね
山
に
み

ゆ
き
な
り
け
れ
は
、
か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
人
〳
〵

は
、
お
ほ
き
に
よ
ろ
こ
ひ
、
か
し
こ
ま
り
て
、

い（

庵

）

ほ
り
の
う（
内
）ち
の
ち（
塵
）り
う
ち
は
ら
ひ
、
こ（
苔
）け

の
む（

筵

）

し
ろ
を
き
よ
め
て
、
き
よ
く
座
を
か
ま

へ
つ
ゝ
、
み（

帝

）

か
と
を
す
ゑ
た
て
ま
つ
り
け
り
。

御
ま
へ
に
は
木
の
み（
実
）、
か
や
の
み（
実
）、
め
つ
ら
し
き

物
と
も
を
そ
な
へ
侍
り
ぬ
。
み（

帝

）

か
と
の
お
ほ

せ
に
は
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
も
ろ
と
も
に
、
よ（

齢

）

は
ひ
を

久
し
く
の
へ
し
ゆ（
由
来
）

ら
い
を
く
は
し
く
そ（
奏
）

う
す
へ
し
と
の
た
ま
へ
は
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
、
こ
た
へ
て

ま
う
さ
く
、
わ
れ
ら
は
神
代
よ
り
こ
の
と（
所
）こ

ろ
に
侍
る
な
り
。
し（

上

古

）

や
う
こ
に
は
、
こ
の
く（
国
）に

に
五
こ（
穀
）く
の
た（

類

）

く
ひ
も
さ
ふ
ら
は
す
。
を
の
」（
一
〇
紙
）

（
第
一
一
紙
・
詞
４

｜

２
）

つ
か
ら
山
の
こ（
木
）の
み（
実
）を
し（

食

）

よ
く
し
、

　
　
　
　
　
　
　

た（
谷
）に
の
み（
水
）つ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　

と（
年
）し
月
を

　
　
　
　
　
　
　
　

く
ら
し
候
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
す
。」（
一
一
紙
）

※
本
来
、
第
一
一
紙
と
第
一
二
紙
の
間
に
は
、
現
在
、『
さ
ざ
れ
石
』

の
第
八
紙
に
入
っ
て
い
る
絵
（
絵
５
、
夫
婦
の
話
を
聞
い
た
帝
は
、

自
ら
日
向
国
の
岩
根
山
の
麓
に
暮
ら
す
夫
婦
の
も
と
へ
と
行
幸
し

た
）
が
入
る
。

（
第
一
二
紙
・
詞
４

｜

３
）

さ
て
そ
の
こ（
木
）の
み（
実
）、
水
の
あ
ち
は
ひ
、
世
に

こ
え
て
め
て
た
き
事
侍
り
や
と
、
の
た

ま
ふ
に
、
さ
し
て
か
は
れ
る
気
味
あ
り
と

も
お
ほ
え
侍
ら
す
。
む（

昔

）

か
し
、
こ
の
山
へ
、
天

よ
り
か（
甘
露
）

ん
ろ
ふ
り
く
た
る
。
そ
の
あ
と
に
、
く（
枸
）

こ（
杞
）と
申
草
生
し
た
り
。
そ
の
草
お
ほ
き

に
は
ひ
こ
り
て
、
は（

林

）

や
し
と
な
れ
り
。
そ
の

（        ）8（        ）
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は（

林

）

や
し
の
つ
ゆ
の
し
た
ゝ
り
、
た（
谷
）に
ゝ
な
か

れ
て
、
を
の
つ
か
ら
く（

薬

）

す
り
の
水
と
な
り

侍
る
な
り
。
さ
れ
は
、
い（
今
）ま
の
世
に
も
て（
天
）ん

よ
り
か（
甘
露
）

ん
ろ
ふ
る
と
み
え
て
、
か
の
た（
谷
）に
の

み（
水
）つ
、
あ
ま
く
侍
る
事
、
お
り
〳
〵
に

侍
る
な
り
と
申
す
。
さ
ら
は
、
か
の
た（
谷
）に
川
を

ゑ（

叡

覧

）

い
ら
ん
あ
る
へ
し
と
て
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
も
の

を
さ（
先
）き
に
た
て
ゝ
、
み
ゆ
き
あ
り
け
り
。

ゐ（

隠

淪

）

ん
り
ん
た
る
く
こ
の
は（

林

）

や
し
を
わ
け

ゆ
き
て
、
い（
岩
）は
の
か
と
を
か
ゝ
へ
て
お
り
た

ま
へ
は
、
た（
谷
）に
の
水
を（
音
）と
、
た
う
〳
〵
た

り
。
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
、
み（
水
）つ
を
む
す
ひ
て
こ
ゝ
ろ
み

申
や
う
、
け（
今
日
）ふ
し
も
天
よ
り
か（
甘
露
）

ん
ろ
の
く
た

り
け
る
に
や
、
こ
の
み（
水
）つ
、
れ（
例
）い
な
ら
ぬ
あ
ち
」（
一
二
紙
）

（
第
一
三
紙
・
詞
４

｜
４
）

は
ひ
に
侍
と
申
す
。
み（
帝
）か
と
、
あ
や
し
く

お
ほ
し
め
し
、
む
す
ひ
あ
け
て
き
こ
し

め
す
に
、
け
に
も
あ
ち
は
ひ
、
よ
の
つ
ね

な
ら
す
。
天
の
か（
甘
露
）

ん
ろ
の
あ
ち
は
ひ
、
こ
れ

や
ら
ん
。
御
こ（

心

）

ゝ
ろ
も
は
れ
や
か
に
、
御
身
も

か
ろ
く
、
た
ち
ま
ち
に
、
わ
か
や
か
せ
給
ひ

け
り
。
み（
帝
）か
と
の
お
ほ
せ
に
は
、
こ
の
く（
国
）に

は
し
ま
り
て
の
ち
、
草
木
の
物
い
ふ

こ
と
あ
り
と
い
ひ
し
。
神
の
御
代
に
も
か
ほ

と
の
ふ（
不
思
議
）

し
き
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
は
き
か

す
。
も（

唐

土

）

ろ
こ
し
は
ひ
ろ
き
く（
国
）に
ゝ
て
、
し
か
も

ひ
さ
し
き
世
を
す
く
し
き
た
り
と
い
へ
は
、

さ
こ
そ
は
か
や
う
の
ふ（
不
思
議
）

し
き
も
あ
り
つ
ら

め
と
の
た
ま
へ
は
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
、
う
け
給
は
り

て
、
も（

唐

土

）

ろ
こ
し
に
し
と
う
と
申
せ
ん
人
は
、

な
ん
や
う
け
ん
の
き
く
よ
り
し
た
ゝ
る

た（
谷
）に
み（
水
）つ
を
の
み
て
こ
そ
、
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
ふ
（
不
老
）

ら
う
の
せ（

仙

術

）

ん
し
ゆ
つ
を
は
、
た
も
ち
侍
る
也
。

又
こ
の
く（
枸
杞
）こ
を
し（

食

）

よ
く
し
て
、
よ（

齢

）

は
ひ
を
の（
延
）へ

た
る
ゆ（
故
）へ
も
侍
る
に
よ
り
て
、
く（
枸
杞
）こ
を
は
、

せ
ん
人
ち
や
う
と
も
な
つ
け
侍
る
な
り
と

申
す
。
み（

帝

）

か
と
の
た
ま
は
く
、
な
ん
ち
ら
は
、」（
一
三
紙
）

（
第
一
四
紙
・
詞
４

｜

５
）

た
ゝ
人
な
ら
ね
は
、
な
に
事
も
よ
く
そ
ら

に
お
ほ
え
た
る
ら
ん
。
い
に
し
へ
の
事
こ

（        ）9（        ）
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そ
ゆ
か
し
け
れ
。
く
は
し
く
そ（
奏
）う
せ
よ
か
し

と
の
給
へ
は
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
う
け
た
ま
は
り
て
、

千
は
や
ふ
る
神
の
御
代
は
す
な
ほ
に

し
て
、
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
わ
き
か
た
く
、
こ
れ
そ

と
さ
し
て
そ（
奏
）う
す
へ
き
事
も
侍
ら
す
。

し（

神

武

天

皇

）

ん
む
天
王
、
う（
鵜
戸
）と
の
い（

窟

）

は
や
に
て
の
御

た（

誕

生

）

ん
し
や
う
よ
り
こ
の
か
た
、
み（

宮

崎

）

や
さ
き

の
こ
ほ
り
に
て
、
は
し
め
て
あ（
天
）ま
つ
日
つ（
嗣
）

き
の
く（

位

）

ら
ゐ
に
つ
か
せ
給
ふ
。
御
事
な
と
は

こ
の
く（
国
）に
ゝ
て
候
へ
は
、
ま
の
あ
た
り
に

み
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
、
た
う
こ
く

に
五
十
九
年
お
は
し
ま
し
て
、
と（

東

征

）

う
せ
い

し
給
ひ
つ
ゝ
、
あ（

葦

原

）

し
は
ら
な（
中
）か
つ
く（
国
）に
ゝ
と
ゝ

ま
り
、
う
ね
ひ
山
、
か
し
は
は
ら
の
宮
こ
を

は
し
め
給
ふ
事
な
と
を
、
く
は
し
く
そ（
奏
）う

し
侍
れ
は
、
み（

帝

）

か
と
、
か
し
こ
く
か
ん
し
給
ひ

て
、
い
ろ
〳
〵
の
た（

宝

）

か
ら
物
を
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
に

給
け
る
。
今
は
宮
こ
に
か
へ
り
給
ふ
へ
し
。
な
ん

ち
ら
は
、
と
し
〳
〵
に
か（
甘
露
）

ん
ろ
の
水
を
く
み
て
、

宮
こ
へ
奉
れ
と
そ
の
給
ひ
け
る
。」（
一
四
紙
）

（
第
一
五
紙
・
絵
６
）

帝
は
夫
婦
に
先
導
さ
せ
て
、
谷
川
へ
と
行
幸
す
る
。

（
第
一
六
紙
・
詞
５

｜

１
）

錯
簡
あ
り
。
第
一
六
紙
か
ら
二
〇
紙
（
絵
３
）
ま
で
は
、
本
来
、
第

六
紙
（
絵
２
）
の
後
に
入
る
。

ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
人
〳
〵
も
、
と
し
こ
ろ
み
な
れ
し

こ
と
な
れ
は
、
た
か
ひ
に
む
つ
ま
し
く
も（
物
語
）

の
か

た
り
し
け
り
。
一
人
の
お（

翁

）

き
な
申
や
う
、
そ

れ
か
し
、
わ（

童

）

ら
は
の
と（
時
）き
、
お（
祖
父
）

ほ
ち
と
ゝ
も
に
、

や（
山
）ま
に
い
り
し
日
よ
り
、
こ
の
い（

庵

）

ほ
り
の
あ（
主
）る

し
を
は
、
み
し
り
て
侍
り
。
そ
の
ゝ
ち
お
ほ
く

の
と（
年
）し
月
を
か
さ
ね
侍
れ
は
、
お（
祖
父
）

ほ
ち
も

お（
親
）や
も
、
百
と
せ
あ
ま
り
に
て
う
せ
ぬ
。
そ

れ
か
し
、
又
か
や
う
に
は（

白

髪

）

く
は
つ
た
る
お（

翁

）

き
な

と
な
れ
り
。
し
か
る
に
、
あ（

主

）

る
し
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
す（
姿
）

か
た
を
み
侍
れ
は
、
わ
れ
お
さ
な
き
と（
時
）き
、

見
侍
し
か
た
ち
に
こ
と
な
ら
す
。
い
か
に
し

て
か
く
め
て
た
き
あ（

有

様

）

り
さ
ま
に
侍
る
そ

や
と
申
せ
は
、
一
人
の
お（

翁

）

き
な
申
や
う
、
わ（
我
）れ

（        ）10（        ）



文学・芸術・文化／第35巻第2号／2024．3

－74－－－－－74747474－－－－（        ）

も
と
し
こ
ろ
ゆ
か
し
く
お
も
ひ
し
事
な
り
。

か
し
こ
く
も
ふ
し
ん
し
給
ふ
も
の
か
な
。
さ

て
〳
〵
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
人
〳
〵
の
、
と（
歳
）し
は
い
く
つ

に
か
な
り
給
ふ
そ
と
、
と
へ
は
、
あ（

主

）

る
し
う
ち

う
な
つ
き
、
わ（
我
）れ
ら
は
、
神
の
み（
御
代
）よ
ゝ
り
こ
の

と
こ
ろ
に
す
む
な
り
。
と（
歳
）し
は
千
さ（
歳
）い
に
も

あ
ま
り
ぬ
ら
ん
と
、
こ
た
へ
け
り
。
む
か
し
は
こ
の
」（
一
六
紙
）

（
第
一
七
紙
・
詞
５

｜

２
）

く（
国
）に
ゝ
こ（

暦

）

よ
み
と
い
ふ
も
の
も
な
か
り
し
か
は
、

木
の
め
く
み
、
花
さ
き
、
み（
実
）な
り
、
は（
葉
）の
お
つ
る

を
見
て
、
春
な（
夏
）つ
秋
ふ（
冬
）ゆ
の
う
つ
り
か
は
る

を
し
り
て
、
ひ（

一

年

）

と
ゝ
せ
を
し
る
な
る
へ
し
。
ほ

の
か
に
き
く
、
よ（

蓬

）

も
き
か
し（
島
）ま
に
す
め
る
人
、

ふ（

不

老

不

死

）

ら
う
ふ
し
の
く（

薬

）

す
り
を
ふ（
服
）く
す
る
ゆ（
故
）へ

に
千
と（
歳
）せ
の
よ（

齢

）

は
ひ
を
の
ふ
と
い
へ
り
。
こ

の
あ（

秋

津

島

）

き
つ
し
ま
に
は
、
千
は
や
ふ
る
神
代

に
こ
そ
、
あ
る
ひ
は
八
万
さ（
歳
）い
、
あ
る
ひ
は
九
千

さ（
歳
）い
な
と
、
よ（

齢

）

は
ひ
を
た
も
ち
し
か
と
も
、
人

の
世
と
な
り
て
は
、
さ
た
に
も
を
よ
は
す
、
や

う
や
く
百
さ（
歳
）い
に
あ
ま
る
の
み
な
り
け
り
。

し
か
る
に
、
こ
の
あ（

主

）

る
し
に
か
き
り
て
、
ち（
千
歳
）と

せ
の
よ（

齢

）

は
ひ
を
た
も
ち
給
ひ
、
そ
の
う
へ
、
い

つ
も
か
は
ら
ぬ
御
す（

姿

）

か
た
に
お
は
し
ま
す
こ
そ
、

め
て
た
け
れ
と
、
う
ら
や
み
侍
り
ぬ
れ
は
、
あ（
主
）る

し
の
い
は
く
、
こ
の
あ（

葦

原

）

し
は
ら
こ（
国
）く
と
申
は
、

神
の
う
み
出
し
給
ひ
し
く（
国
）に
な
れ
は
、
い
つ

れ
の
く（
国
）に
よ
り
も
め
て
た
き
く（
国
）に
な
り
。
そ

れ
に
又
、
こ
の
ひ（
日
向
）

う
か
の
く（
国
）に
と
申
は
、
あ（
天
）め

み
こ
と
、
あ
ま
く
た
ら
せ
給
ふ
れ（
霊
地
）

い
ち
な
り
。
天

み
こ
と
ゝ
申
は
、
あ（

天

照

大

神

）

ま
て
る
お
ほ
ん
神
の
御
」（
一
七
紙
）

ま
こ
の
み
こ
と
な
り
。
た（

高

千

穂

）

か
ち
ほ
の
く
し
ふ
る

（
第
一
八
紙
・
詞
５

｜

３
）

の
た
け
と
申
は
、
み
こ
と
の
く
た
り
給
ふ
と（
所
）

こ
ろ
な
り
。
そ
の
ゝ（
後
）ち
、
三
代
の
御
神
、
こ
の

く（
国
）に
ゝ
す
み
給
ふ
ゆ（
故
）へ
に
、
か
の
み（

陵

）

さ
ゝ
き

も
こ
の
く（
国
）に
ゝ
あ
り
。
か
ゝ
る
た（

尊

き

）

つ
と
き
れ（
霊
）い

ち（
地
）な
れ
は
、
天
人
も
や
う
か
う
し
、
地
し（
神
）ん
も

し
ゆ
こ
す
。
さ
れ
は
と
し
〳
〵
か（
甘
露
）

ん
ろ
ふ
り
く

た
り
て
、
く（
国
）に
を
き
よ
む
。
そ
の
う
る
ほ
ひ
、

草
木
の
は（
葉
）に
と
ゝ
ま
り
、
さ（

草

木

）

う
も
く
の
し（
滴
）

（        ）11（        ）
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つ
く
た（
谷
）に
ゝ
く
た
る
。
そ
の
み（
水
）つ
を
の
む

も
の
は
、
を
の
つ
か
ら
く（

薬

）

す
り
の
水
と
な
り

て
よ（

齢

）

は
ひ
わ
か
や
き
、
と（
年
）し
ひ
さ
し
く
、
さ

か
ん
な
る
へ
し
。
こ
れ
な
る
く
こ
の
は（

林

）

や
し

に
は
、
か（
甘
露
）

ん
ろ
ふ
り
く
た
れ
る
ゆ（
故
）へ
に
、
そ
の
し

た
ゝ
り
を
う
け
て
の
み
、
又
そ
の
し（

滴

）

つ
く

の
な
か
れ
し
た（

谷

水

）

に
み
つ
を
の
み
侍
る
ゆ（
故
）へ

に
か
く
の
こ
と
く
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
つ
や
。

な（

汝

）

ん
ち
た
ち
も
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
た
ん

と
思
は
ゝ
、
あ（

朝

夕

）

さ
ゆ
ふ
に
こ
の
た（
谷
）に
の
水
を

く
み
て
、
の
み
給
へ
。
か
な
ら
す
そ
の
き（
奇
特
）

と
く

あ
る
へ
し
と
い
ふ
。
こ
の
お（

翁

）

き
な
ら
、
お
ほ
き

に
よ
ろ
こ
ひ
、
す
な
は
ち
を
し
へ
に
ま
か
せ
」（
一
八
紙
）

（
第
一
九
紙
・
詞
５

｜
４
）

て
、
か
の
た（
谷
）に
ゝ
く
た
り
つ
ゝ
、
水
を
く
み
て

の
み
け
る
か
、
け
に
も
そ
の
あ
ち
は
ひ
い
さ

き
よ
く
、
よ
の
つ
ね
に
は
こ
と
な
り
、
て（
天
）ん
の

か（
甘
露
）

ん
ろ
と
い
ふ
も
の
は
、
こ
れ
な
る
ら
ん
と
、
し
ん

〳
〵
き（
肝
）も
に
め
い
し
て
、
よ
ろ
こ
ひ
た
つ
と

む
ほ
と
に
、
三
人
の
お（

翁

）

き
な
は
、
白
は（
髪
）つ
の

す（

姿

）

か
た
、
た
ち
ま
ち
に
へ
ん
し
て
、
う
る
は
し

く
、
さ
か
ん
な
る
か
た
ち
と
な
れ
る
こ
そ
、
あ
や

し
け
れ
。
た
か
ひ
に
か（
顔
）ほ
と
〳
〵
を
み
あ
は
せ

つ
ゝ
、
よ
ろ
こ
ふ
事
か
き
り
な
し
。
さ
ら
は
此

み（
水
）つ
を
、
む
つ
ま
し
き
も
の
と
も
に
あ
た
へ

む
と
て
、
あ
る
ひ
は
、
お（
親
）や
、
お（
祖
父
）

ほ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
ひ
は
、
き（

兄

弟

）

や
う
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し（

親

類

）

ん
る
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま
せ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
し
く
そ
の
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
わ
か
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
け
り
。（
一
九
紙
）

（
第
二
〇
紙
・
絵
３
）

　

あ
る
時
、
日
向
国
岩
根
山
に
薪
を
取
る
た
め
に
入
っ
て
い
た
三
人
の

翁
が
、
里
に
帰
ろ
う
と
山
を
下
っ
て
い
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
た
の
で
、

麓
に
暮
ら
す
夫
婦
の
庵
の
傍
ら
に
薪
を
下
ろ
し
て
休
ん
で
い
た
。
庵
の

主
か
ら
、「
こ
の
山
の
谷
を
流
れ
る
水
に
は
甘
露
が
流
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
水
を
飲
む
者
は
不
老
不
死
と
な
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
私
た
ち
も

こ
の
よ
う
に
若
い
姿
の
ま
ま
で
い
る
の
だ
。
あ
な
た
方
も
朝
夕
こ
の
谷

（        ）12（        ）
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の
水
を
飲
め
ば
、
私
た
ち
同
様
、
若
い
姿
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
三
人
の
翁
は
、
谷
へ
と
下
り
て
水
を
飲
ん
だ
。
す
る
と
た
ち

ま
ち
壮
健
な
若
者
の
姿
と
な
っ
た
。

（
第
二
一
紙
・
詞
６

｜

１
）

そ
の
ゝ
ち
は
、
た
ひ
〳
〵
ち（

勅

使

）

よ
く
し
を

く
た
し
給
へ
は
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
、
か（
甘
露
）

ん
ろ
の
み（
水
）つ
を

む
す
ひ
を
き
て
、
た
て
ま
つ
れ
り
。
み（
帝
）

か
と
、
こ
の
み（
水
）つ
を
き
こ
し
め
し
け
る
ゆ（
故
）へ
に
、

御
よ（

齢

）

は
ひ
、
わ
か
く
、
う
る
は
し
く
な
り
給

て
、
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
ち
給
ふ
事
、
い
く

久
し
か
り
け
り
。
そ
の
ゝ
ち
、
お
ほ
く
の
年

月
を
へ
て
、
か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
人
〳
〵
、
ゆ（
行
）く

か（
方
）た
し
ら
す
う
せ
給
ひ
け
り
。
里
人
と
も
、

あ
や
し
み
を
な
し
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
た
つ
ぬ
れ

と
も
、
つ
ゐ
に
あ
ひ
え
す
。
く（

件

）

た
ん
の
い（
庵
）ほ

り
の
か
た
は
ら
に
、
一
夜
の
う
ち
に
、
松
と
竹

と
一
本
つ
ゝ
お
ひ
い
て
た
り
。
人
〳
〵

あ
つ
ま
り
、
こ
れ
を
見
て
、
か
ゝ
る
い（

巌

）

は
ほ
の

か
た
は
ら
に
、
に
は
か
に
松
竹
の
し
や
う
す

へ
き
や
う
や
あ
る
へ
き
。
是
は
い
か
さ
ま

か
の
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
人
〳
〵
の
へ（
変
化
）

ん
け
し
給
ふ

な
る
へ
し
と
て
、
を
の
〳
〵
か
つ
か
う
し

手
を
あ
は
せ
て
お
か
み
け
り
。
さ
て
又
、

み
や
こ
に
は
、
み（

帝

）

か
と
の
御
ゆ（
夢
）め
に
、
か
の

ふ（
夫
婦
）

う
ふ
の
も
の
、
ま
み
え
た
て
ま
つ
り
、
こ
の
」（
二
一
紙
）

（
第
二
二
紙
・
詞
６

｜

２
）

し（

娑

婆

世

界

）

や
は
せ
か
い
と
申
は
、
ゑ（
穢
土
）と
の
さ（

境

）

か
ひ

な
れ
は
、
つ
ゐ
に
は
な
か
ら
へ
は
つ
へ
か
ら
す
。

い
ま
よ
り
は
と
こ
し
な
へ
に
、
み（

帝

）

か
と
を

ま
も
り
た
て
ま
つ
ら
ん
た
め
に
、
神
と
け（
現
）ん

し
侍
る
也
と
て
、
一
し（
首
）ゆ
の
哥
に
、

　

い
は
ね
山
い
は
ね
に
お
ふ
る
松
竹
の

　

お
ひ
そ
ふ
ま
ゝ
に
す（
末
）ゑ
久
し
か
れ

と
詠
し
て
、
か
き
け
す
や
う
に
う
せ
に

け
り
。
御
夢
さ
め
て
の
ち
、
あ
や
し
く
お

ほ
し
め
し
、
や
か
て
か
の
く（
国
）に
ゝ
ち（

勅

使

）

よ
く
し

を
そ
立
ら
れ
け
る
。
あ
た
り
の
里
人
と

も
、
ち（

勅

使

）

よ
く
し
の
御
け（
下
向
）

か
う
を
ま
ち
え
つ
ゝ
、

こ（
事
）と
の
次
第
を
く
は
し
く
申
せ
は
、
さ
て

は
う
た
か
ふ
と
こ
ろ
な
し
。
こ
の
松
と
竹
と

（        ）13（        ）



近畿大学中央図書館蔵　奈良絵本絵巻『さざれ石』・『松竹物語』復元試案（下）
 高木・大角・角地・木下・阪口・成尾・藤本・松尾

－71－ （        ）

こ
そ
は
、
か
の
二
人
の
神
た（
体
）い
な
り
け
れ
と
、

ち（

勅

使

）

よ
く
し
も
か（

渇

仰

）

つ
か
う
し
給
へ
り
。
さ
れ

は
、
十
八
こ
う
の
栄
は
、
霜
の
の
ち
に

あ
ら
は
る
と
て
、
松
は
君
子
の
と
く
を
し

め
し
、
霜
雪
に
も
い（
色
）ろ
を
へ
ん
せ
す
。

千
年
の
み（

緑

）

と
り
は
、
と（
常
葉
）き
は
な
り
。
竹
又

そ
の
色
、
松
に
ひ
と
し
う
し
、
し
か
も
霜

に
も
お
か
・（
さ
）れ
す
。
よ（

齢

）

は
ひ
久
し
き
も
の
也
。」（
二
二
紙
）

（
第
二
三
紙
・
詞
６

｜

３
）

す
な
は
ち
、
そ
の
と（

所

）

こ
ろ
に
や（

社

）

し
ろ
を
た

て
、
あ
け
の
玉
か（
垣
）き
を
ゆ
ひ
て
、
ふ（
夫
婦
）

う
ふ
を

神
に
い
は
ひ
た
て
ま
つ
ら
れ
け
り
。
い
は

ね
の
み（
宮
）や
と
申
は
、
こ
れ
な
り
。
さ
れ
は
、
し（
寿
）ゆ

み（

命

）

や
う
を
ね
か
ふ
人
は
、
こ
の
や（

社

）

し
ろ
に

ま
う
て
ゝ
、
い
の
れ
は
、
そ
の
く（

願

）

は
ん
た
ち

ま
ち
か
な
ひ
て
、
ち（

長

生

）

や
う
せ
い
を
た
も
ち

け
り
。
い（
今
）ま
の
代
に
い
た
る
ま
て
、
め
て

た
き
た
め
し
に
松
竹
を
い
は
ふ
こ
と

は
、
こ
の
時
よ
り
そ
、
は
し
ま
れ
る
と
か
や
。」（
二
三
紙
）

（
第
二
四
紙
・
絵
７
）

　

帝
は
、
勅
使
を
日
向
国
岩
根
山
の
麓
へ
と
派
遣
し
、
神
社
を
建
て
、

松
と
竹
に
身
を
変
じ
た
夫
婦
を
岩
根
の
宮
と
し
て
祀
っ
た
。
長
寿
を
願

う
者
は
、
こ
の
神
社
に
参
れ
ば
必
ず
皆
長
生
き
を
し
た
と
い
う
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
は
じ
め
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
度
、
近
畿
大

学
文
芸
学
部
に
お
い
て
実
施
し
た
「
書
誌
学
２
」
の
授
業
成
果
を
も
と

に
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

二
種
の
奈
良
絵
本
絵
巻
に
見
ら
れ
る
錯
簡
の
復
元
を
、
本
授
業
の
担
当

者
で
あ
る
高
木
浩
明
の
指
導
の
も
と
、
本
授
業
を
受
講
し
た
学
部
生

が
、
原
本
の
調
査
、
関
係
論
文
の
収
集
と
分
析
、
積
極
的
な
意
見
交

換
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
経
て
試
案
と
し
て
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
文
の
執
筆
は
、
高
木
が
行
い
、
そ
の
責
任
も
全
て
高
木
に
あ
る
が
、

成
果
そ
の
も
の
は
、
受
講
生
の
積
極
的
な
参
加
と
意
見
交
換
が
あ
っ
て

可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
受
講
生
を
共
著
者
に

加
え
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
学
会
に
向
け
て
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
と
し
た
。（
五
十
音
順
、
所
属
は
当
時
）

大
角
ひ
か
る　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
創
作
・
評
論
コ
ー
ス

角
地
夏
葉　
　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
言
語
・
文
学
コ
ー
ス
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木
下
桜
典　
　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
言
語
・
文
学
コ
ー
ス

阪
口
俊
弥　
　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
創
作
・
評
論
コ
ー
ス

成
尾
信
明　
　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
言
語
・
文
学
コ
ー
ス

藤
本
将
太　
　
　

文
学
科
日
本
文
学
専
攻
言
語
・
文
学
コ
ー
ス

松
尾
遼　
　
　
　

文
化
・
歴
史
学
科

（        ）15（        ）
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図版２　『松竹物語』００７（絵２）
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図版３　『松竹物語』  ０２２（絵３）
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図版４　『松竹物語』０１０（絵４）
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図
版
５
　『
さ
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れ
石
』
０
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１
・
０
１
２
（
絵
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図版６　『松竹物語』  ０１６（絵６）
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図
版
７
　『
松
竹
物
語
』　
０
２
５
・
０
２
６
・
０
２
７
（
絵
７
）




